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陸

耽
奇
の
界
隈

1782

01

｜
毛
の
よ
う
な
も
の
▽
同
年
、
常
陸

国
河
内（
こ
う
ち
）
郡
源
清
田
村
の
百
姓
茂

兵
衛
の
家
に
も
同
種
の
も
の
が
生
じ
て

い
る
。
日
野
巌
は
、
担
子
菌
の
ク
ロ
キ

ヌ
カ
ミ
ノ
ケ
タ
ケ（
ウ
マ
ノ
ケ
タ
ケ M

arasm
ius 

crinisequi

）、
あ
る
い
は
そ
の
近
縁
種
だ
と

推
定
し
て
い
る
。

02

｜
天
明
三
年
の
浅
間
山
噴
火
▽「
天

明
の
浅
間
焼
け
」と
も
。
四
月
九
日
に
火

さ
ら
に
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
も
大
規

模
な
噴
火
が
あ
っ
た
た
め（
六
月
八
日
）、
噴

火
に
よ
る
塵
が
北
半
球
を
覆
い
、
い
わ

ゆ
る「
火
山
の
冬
」を
も
た
ら
し
、
天
明

の
大
飢
饉
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。

03

｜
女
人
禁
制﹇
女
人
結
界
﹈
▽
多
く
の
場

合
、宗
教
的
な
禁
忌
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

本
来
の
仏
教
に
は
女
人
禁
制
の
根
拠
と

な
る
よ
う
な
戒
律
は
な
い
。
ま
た
神
道

山
活
動
を
開
始
、
噴
火
と
小
康
状
態
を

繰
り
返
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
、
六
月

二
七
日
以
降
は
度
々
爆
発
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
日
を
追
う
ご
と
に
間
隔
が
短

く
な
っ
て
激
し
さ
も
増
し
、
七
月
六
日

か
ら
三
日
間
に
わ
た
る
噴
火
で
は
大
災

害
を
引
き
起
こ
し
た
。「
鬼
押
出
し
」は
、

こ
の
時
に
形
成
さ
れ
た
も
の
。
同
年
に

は
岩
木
山（
三
月
一
二
日
）も
噴
火
し
て
お
り
、

に
は
、「
血
の
穢
れ
」と
い
う
考
え
方
が

あ
る
も
の
の
、
生
理
中
の
女
性
や
産
褥

中
の
女
性
を
禁
忌
の
対
象
と
す
る
一
方

で
、
生
傷
を
負
っ
て
流
血
し
て
い
る
男

性
が
神
域
に
入
る
こ
と
や
、
神
域
で
の

狩
猟
な
ど
も
同
様
な
理
由
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
。
山
の
神
が
嫉
妬
深
い
女
性
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
入
山
が
制
限
さ
れ

る
ケ
ー
ス
は
あ
る
が
、
祭
儀
な
ど
に
お

け
る
女
人
禁
制
は
、
ほ
と
ん
ど
は
近
世

以
降
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
土

佐
に
は
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。「
女
人

禁
制
の
篠
山（
さ
さ
や
ま
）
に
尼
が
登
り
、

杖
を
地
面
に
挿
し
て
、
こ
の
杖
が
生
長

す
る
な
ら
ば
禁
制
が
解
か
れ
る
だ
ろ
う

と
誓
言
を
し
た
。
尼
は
頂
上
で
消
え
た

が
、
杖
は
青
々
と
茂
り
、
禁
制
は
解
か

れ
た
」。

✤ 
七
月
二
二
日
｜
前
年
の
夏
よ
り
会
津
磐
梯
山
麓
塔
の
沢
に
、
背
の
高
さ
四
尺
八
寸
、
尾
と

水
掻
が
あ
り
天
狗
の
よ
う
な
鼻
の
怪
獣
が
現
れ
、
子
ど
も
を
喰
ら
っ
て
い
た
が
、
こ
の
日
、

松
前
三
平
と
い
う
浪
人
に
打
ち
と
ら
れ
る
。（「
瓦
版
」）

✤ 

秋
に
生
ま
れ
た
雌
鶏
が
、
い
つ
の
間
に
か
雄
鶏
に
変
わ
る
。（『
梅
翁
随
筆
』）

天
明
三
年﹇1783
﹈

 
1783

｜
浅
間
山
噴
火

✤ 

二
月
｜
下
総
国
関せ

き
や
ど宿

の
小
屋
の
屋
根
に
、
毛
の
よ
う
な
も
の
が
生
じ
た01

。（『
一
話
一
言
』）

✤ 

三
月
末
｜
光
り
も
の
が
飛
ん
だ
。（『
天
明
紀
聞
』）

✤ 

四
月
一
三
日
｜
信
州
で
百
四
十
七
歳
に
な
る
農
夫
、
徳
右
衛
門
の
妻
サ
ツ
が
、
百
三
十
五

歳
で
三
児
を
産
ん
だ
。（「
旅
と
伝
説
」）

✤ 

六
月
九
日
よ
り
｜
怪
し
い
天
気
が
続
き
、
七
月
六
日
か
ら
は
一
晩
中
砂
が
降
り
、
雷
が
鳴

り
続
け
た
。
宝
永
の
富
士
の
噴
火
に
似
て
い
た
の
で
人
々
が
怪
し
ん
で
い
る
と
、
午
の
刻

過
ぎ
に
急
に
暗
く
な
り
、
長
い
雷
が
鳴
り
、
山
が
鳴
動
し
て
生
臭
い
匂
い
が
漂
っ
た
。
そ

の
後
も
砂
が
降
り
続
け
た
。（『
翁
草
』）

✤ 

七
月
初
め
よ
り
｜
夜
に
な
る
と
空
中
で
鼓つ

づ
み

の
音
が
し
た
。
一
五
日
に
は
江
戸
川
が
氾
濫
し
、

大
き
な
車
輪
の
よ
う
な
も
の
が
西
北
よ
り
東
に
飛
ん
だ
。
あ
る
い
は
、
人
の
腕
の
よ
う
な

か
た
ち
で
指
先
が
六
本
に
割
れ
た
光
り
も
の
が
飛
び
、
人
家
に
当
た
り
破
損
さ
せ
た
と
も
。

（『
天
明
紀
聞
』）

✤ 

七
月
八
日
｜
木
曽
御
嶽
、
戸
隠
山
か
ら
浅
間
山
に
向
か
っ
て
光
り
も
の
が
飛
ん
だ
。（『
善
光

寺
道
名
所
図
会
』）

✤ 

七
月
八
日
｜
浅
間
山
が
大
噴
火
し
た
と
き
、
光
り
も
の
が
東
の
空
へ
向
か
っ
て
飛
ん

だ02

。（『
宝
暦
現
来
集
』）

✤ 

八
月
｜
京
都
に
三
日
に
わ
た
っ
て
土
が
降
る
。
ま
た
同
月
末
頃
よ
り
、
空
が
紅べ

に

を
塗

っ
た
よ
う
に
赤
く
な
っ
た
。（『
北
窓
瑣
談
』）

✤ 

九
月
半
ば
頃
｜
夕
陽
が
光
な
く
、
そ
の
色
は
朱
よ
り
も
赤
か
っ
た
。
同
月
末
頃
よ
り
、

満
天
が
紅

く
れ
な
いに

な
っ
て
人
の
顔
に
映
じ
た
。（『
北
窓
瑣
談
』）

✤ 

一
〇
月
晦
日
｜
江
戸
小こ

ひ
な
た

日
向
の
水
戸
侯
の
長
屋
の
近
く
で
、
菊
屋
藤
左
衛
門
と
い
う
紺
屋

が
美
し
い
着
物
の
老
女
と
出
会
い
、
そ
の
世
話
を
し
た
が
、
食
事
も
せ
ぬ
ま
ま
忽
然
と
姿

を
消
し
た
。
狐
狸
の
類
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。（『
古
今
雑
談
思
出
草
紙
』）

✤ 

人
に
害
を
な
す
こ
と
を
恐
れ
て
、
某
家
で
犬
を
簀す

ま巻
き
に
し
て
淀
川
へ
沈
め
て
殺
し

た
。
そ
の
家
に
子
が
生
ま
れ
た
が
、
病
弱
だ
っ
た
。
あ
る
夜
、
主
人
の
夢
に
犬
が
現
れ
て
、

「
罪
の
な
い
我
を
な
ぜ
殺
し
た
か
」と
責
め
た
。
犬
を
供
養
す
る
と
、
子
は
回
復
し
た
。（『
提

醒
紀
談
』）

天
明
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﹈
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｜
田
沼
意
知
が
江
戸
城
内
で
佐
野
政
言
に
殺
害
さ
れ
る

✤ 

三
月
二
一
日
｜
紀
州
で
、
弘
法
大
師
の
九
百
五
十
回
忌
の
大
法
会
が
開
か
れ
た
。
諸
国
か

ら
多
く
の
群
衆
が
訪
れ
た
が
、
午
の
刻
頃
、
一
天
に
わ
か
に
か
き
曇
り
大
雨
が
降
っ
た
。

何
か
の
戒
め
と
思
っ
た
山
僧
ら
が
群
衆
を
検
分
す
る
と
、
二
人
の
比
丘
尼
が
山
法
師
の
格

好
で
入
山
し
て
い
た
。
二
人
を
女
人
堂
ま
で
連
れ
出
す
と
、
天
色
清
明
に
な
っ
た
た03

。（『
笈

埃
随
筆
』）

▷右「奥州会津怪獣絵図」。▷左天明三年の浅間山噴火を報じる「夜分大焼之図」。


